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2016消防操法大会2016消防操法大会

地歌舞伎特別公演 （中山道馬籠宿）

■６月補正予算 総額15億600万円

　青木斧戸線整備　　　 　6億5,000万円
　交通安全施設設置 　　1億2,500万円
　リニア/道路新設　　　　4億3,700万円
　文化施設運営管理　　　　　1,500万円
　下水道整備　　　　　　　　5,000万円



議会だより　②　なかつがわ

　
５
月
臨
時
会
は
、
５
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、

副
議
長
選
挙
、
常
任
委
員
会
委
員
な
ど
の
選

任
、
議
員
提
出
３
議
案
及
び
市
長
提
出
の
監
査

委
員
と
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
同
意
２
議
案

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
等

　
・
副
議
長
選
挙

　
・
中
津
川
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議
の
一

　
部
を
改
正
す
る
決
議

　
・
病
院
・
医
療
等
対
策
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

　
決
議
の
一
部
を
改
正
す
る
決
議

　
・
常
任
委
員
会
委
員
・
特
別
委
員
会
委
員
の
選
任

　
・
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任

　
・
東
濃
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

中
津
川
市
監
査
委
員
の
選
任
同
意

（
全
会
一
致
）

　
・
櫛
松
直
子
議
員

中
津
川
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
同
意

（
全
会
一
致
）

　
・
小
椋
匡
敏
さ
ん

　
議
会
の
構
成

　
　
議
長
　
　
　
大
堀
寿
延

　
　
副
議
長
　
　
岡
﨑
隆
彦

　
　
監
査
委
員
　
櫛
松
直
子

　【常
任
委
員
会
】

　
◆
総
務
企
画
委
員
会

　
　
◎
柘
植
貴
敏
○
森
　
益
基
・
佐
藤
光
司
・
三
浦
八
郎

　
　
　
大
堀
寿
延
・
櫛
松
直
子
・
田
口
文
数

　　
◆
文
教
民
生
委
員
会

　
　
◎
粥
川
茂
和
○
島
﨑
保
人
・
吉
村
久
資
・
鷹
見
憲
三

　
　
　
勝
　
　
彰
・
木
下
律
子
・
水
野
賢
一

　　
◆
産
業
建
設
委
員
会

　
　
◎
鈴
木
雅
彦
○
吉
村
孝
志
・
鈴
木
清
貴
・
岡
﨑
隆
彦

　
　
　
吉
村
浩
平
・
牛
田
敬
一

　　
◆
予
算
決
算
委
員
会（
議
員
全
員
）

　
　
◎
佐
藤
光
司
○
田
口
文
数
・
議
員
全
員

　【議
会
運
営
委
員
会
】

　
　
◎
三
浦
八
郎
○
吉
村
浩
平
・
吉
村
久
資
・
鈴
木
清
貴

　
　
　
勝
　
　
彰
・
柘
植
貴
敏

　【東
濃
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員
】

　
　
　
大
堀
寿
延
・
三
浦
八
郎
・
森
　
益
基

　【特
別
委
員
会
】

　
◆
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会

　
　
◎
水
野
賢
一
○
勝
　
　
彰
・
鈴
木
雅
彦
・
櫛
松
直
子

　
　
　
田
口
文
数
・
島
﨑
保
人
・
吉
村
孝
志

　
◆
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
◎
牛
田
敬
一
○
鷹
見
憲
三
・
三
浦
八
郎
・
大
堀
寿
延

　
　
　
木
下
律
子
・
柘
植
貴
敏

　　
◆
病
院
・
医
療
等
対
策
特
別
委
員
会

　
　
◎
鈴
木
清
貴
○
吉
村
久
資
・
佐
藤
光
司
・
粥
川
茂
和

　
　
　
岡
﨑
隆
彦
・
吉
村
浩
平
・
森
　
益
基

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

　　
議
会
会
派

　
◆
中
津
川
自
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
勝
　
　
彰
・
吉
村
浩
平
・
柘
植
貴
敏
・
島
﨑
保
人

　
　
　
水
野
賢
一
・
鷹
見
憲
三
・
大
堀
寿
延
・
岡
﨑
隆
彦

　
　
　
森
　
益
基
・
吉
村
孝
志

　
◆
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
吉
村
久
資
・
櫛
松
直
子
・
牛
田
敬
一

　
◆
新
政
会

　
　
　
三
浦
八
郎
・
鈴
木
雅
彦

　
◆
市
議
会
公
明
党

　
　
　
鈴
木
清
貴
・
田
口
文
数

　
◆
市
民
ネ
ッ
ト
21

　
　
　
佐
藤
光
司

　
◆
無
会
派

　
　
　
粥
川
茂
和

　
◆
日
本
共
産
党

　
　
　
木
下
律
子



議会だより　③　なかつがわ

各会派の今年度の目標と取組み

中津川自民クラブ
人口減少対策について
・取組み理由：人口減少により、中津
川市全体の活力・財源等に大きく影
響することへの懸念

・取組み内容：定住・移住施策の積極
的な推進、子育てへの手厚い支援、
行財政改革、医療体制の維持充実に
よる既成施策の見直し

市民クラブ
行財政改革について
・取組み理由：地方交付税が減少する
なかで、歳出削減の重要性

・取組み内容：市有施設（財産）運用
管理マスタープランの検証

新政会
地域づくりのための政策提言について
・取組み理由：チェック機関のみでな
く、住民の声を反映した意思決定機
関の議会を目指す。

・取組み内容：積極的な情報の公開、住民
の思いを知るための意見交換、議員間の
自由討議、地域づくりのための政策提言

市議会公明党
地方創生について
・取組み理由：人口減少により、労働
力不足や消費の低迷

・取組み内容：中津川市まち・ひと・
しごと創生総合戦略の検証

市民ネット２１
文化振興について
・取組み理由：中津川市にゆかりのある
賢人を紹介し知名度の向上 

・取組み内容：文化施設・賢人等の調
査・研究

日本共産党
地域公共交通の充実について
・取組み理由：高齢者の社会参加の促
進、高齢運転者の事故対策 

・取組み内容：県内外自治体のデマンド
タクシーや交通手段の補助事業などの
先進事例を調査・研究

無会派
まちづくりの推進について
・取組み理由：人口減対策は喫緊且つ
重要な課題であると考える。

・取組み内容：まちづくり協議会組織
の条例化と地方創生施策の検証

虚礼廃止にご理解ください
議員は、日頃からお世話になっている人でもお中元やお歳暮を贈ることは禁止されています。
また、選挙区内にある者に対して、暑中見舞いや年賀状などのあいさつ状を出すことが常時禁止されて
います。皆さまのご理解をよろしくお願いします。



議会だより　④　なかつがわ

　
６
月
定
例
会
は
、
初
日
に
繰
越
計
算
書
の
報
告
２
件
と
、
一
般
会
計
補
正
予
算

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
中
津
川
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
12
議
案
と
請

願
１
件
、
陳
情
２
件
を
所
管
の
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
ま
た
２
日
目
の
14
日

に
財
産
の
取
得
議
案
を
所
管
の
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
28
日
の
最
終
日
は
、

付
託
し
た
13
議
案
と
中
津
川
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
議
案
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
、
請
願
１
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
陳
情
２
件
は
執
行
部
に
対
し
て

申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
中
津
川
市
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告（

全
会
一
致
）

　

一
般
会
計
は
、
道
路
新
設
改
良
事
業
等 

29

事
業
。
下
水
道
事
業
会
計
は
、
下
水
道
整
備

事
業
２
事
業
の
繰
越
計
算
書
の
報
告
で
す
。

平
成
28
年
度
中
津
川
市
水
道
事
業

会
計
予
算
繰
越
計
算
書
の
報
告

（
全
会
一
致
）

　

水
道
事
業
会
計
は
、
恵
下
第
２
配
水
池

増
設
改
良
事
業
等
３
事
業
の
繰
越
計
算
書

の
報
告
で
す
。

中
津
川
市
馬
籠
文
化
交
流
施
設
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
全
会
一
致
）

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
実
や
管
理
運
営
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、
施
設
の
管
理
を
指

定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

中
津
川
都
市
計
画
事
業
リ
ニ
ア
岐

阜
県
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業

施
行
条
例
の
制
定

（
賛
成
多
数
）

　

土
地
区
画
整
理
法
に
基
づ
き
、
リ
ニ
ア

岐
阜
県
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行

規
程
を
定
め
る
た
め
、
制
定
す
る
も
の
で
す
。

中
津
川
市
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

（
全
会
一
致
）

　

消
防
団
員
に
支
給
す
る
手
当
の
額
を
よ
り

明
確
に
す
る
た
め
、
改
正
す
る
も
の
で
す
。

中
津
川
市
農
業
委
員
会
委
員
の
過

半
数
を
認
定
農
業
者
等
又
は
こ
れ

ら
に
準
ず
る
者
と
す
る
こ
と
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
）

　

委
員
の
過
半
数
を
認
定
農
業
者
等
又
は

こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
た
い
の
で
、議
会

の
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得

（
全
会
一
致
）

　

国
史
跡
苗
木
城
跡
周
辺
の
景
観
保
全
の

た
め
、土
地
を
購
入
す
る
も
の
で
す
。

工
事
の
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結

（
全
会
一
致
）

　

中
津
川
市
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー
を
将
来

に
わ
た
り
適
正
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、

長
寿
命
化
計
画
に
よ
り
既
存
施
設
の
機
械

電
気
設
備
を
改
築
更
新
す
る
も
の
で
す
。

市
道
路
線
の
認
定

（
全
会
一
致
）

　

中
津
５
３
５
号
線
、
福
岡
３
８
０
号

線
、
福
岡
３
８
１
号
線

指
定
管
理
者
の
指
定

（
全
会
一
致
）

　

明
治
座
の
管
理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ

せ
る
た
め
、
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

指
定
先 
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

か
し
も
む
ら

　

指
定
期
間

 　

平
成
29
年
９
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　
　

平
成
32
年
３
月
31
日

中
津
川
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意
　

（
全
会
一
致
）

　

中
津
川
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が

平
成
29
年
７
月
19
日
に
満
了
と
な
り
ま

す
。
法
律
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
農
業
委

員
会
委
員
19
名
を
任
命
す
る
も
の
で
す
。

纐纈 文雄さん

後藤 展子さん

安江 繁利さん

市岡 信之さん

山田 正義さん

土屋 厚子さん

梅本 一郎さん

可知 純二さん

宮地 浩二さん

淺倉　康さん



議会だより　⑤　なかつがわ

「共謀罪」について慎重審議の意見書提出を求める請願　　  （賛成少数不採択）
請願趣旨
　政府は、テロ対策を口実に「共謀罪」（いわゆるテロ等準備罪）を今国会で成立を図ろうとしてい
ます。市民の思想、良心の自由の抑圧につながる重大な問題です。
　テロ対策と説明していますが、日本はテロ対策のために１３の国際条約を締結しています。また、
テロにつながるような重大犯罪については、それを未然に防ぐ法がすでに法制化されています。
　「テロ等準備罪」の対象とされる「組織犯罪集団」の定義はあいまいで、すでにある盗聴法などと
一体で運用され、警察などの判断で幅広い市民運動や労働運動などが監視・弾圧の対象になる危険が
あります。
　名を「テロ等準備罪」と変更しただけで、犯罪行為がないのに話し合いなどをしただけでも、処罰
の対象となるというもので、表現の自由や通信の自由など憲法上尊重されるべき基本的人権が国家に
よって脅かされる危険性は何ら解消していません。過去３回、国会に提出されたものの、いずれも廃
案になった「共謀罪」と内容に変わりありません。
　政府は、この４年間で、特定機密法、集団的自衛権、戦争法（安保法制）などを矢継ぎ早に強行に
裁決してきました。戦後７１年間、戦闘をしなかった日本が「戦争ができる国」に次々と変えられつ
つあります。
　戦前、思想・言論弾圧に猛威を振るった治安維持法によって、労働運動などの社会運動だけでな
く、文化人、宗教者、学生など多くの一般市民が弾圧され、物も言えない戦争国家がつくられていっ
たことは、歴史の事実です。私たちは、同じ過ちを繰り返してはならないと思います。しかし、市民
には、この内容が十分に伝わっていないため、慎重に審議されるよう国に対し、意見書を提出される
よう請願いたします。

請願内容
１．「共謀罪」について市民に十分に内容が伝わるよう慎重な審議を求める意見書を国に提出されたい。

総
務
企
画

委
員
会
意
見

【反対意見】
　・本請願は慎重審議の意見書提出を求めるもの。法律が可決成立した以上、慎重審議の意見書提
　出は意味をなさない。
　・国会で可決された以上、本請願は不採択とせざるを得ない。

【賛成意見】
　・市議会の動きがどうであったかを市民に知らせるため、この場で一定の議論を行いながら本請
　願を審査すべき。

お
詫
び
と
訂
正

市
議
会
だ
よ
り
な
か
つ
が
わ
５
月
号
No. 

12
、

８
ペ
ー
ジ

「
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
」の
記
事
で
、「
三

尾
秀
雄
氏
」
と
あ
る
の
は
「
三
宅
秀
雄
氏
」

の
誤
り
で
し
た
。訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

氷室 富久美さん

山内 祐一さん

粥川 永温さん

熊﨑 美保子さん

原　弘道さん

花田 増美さん

志津 伸子さん

渡邊 修一郎さん

吉村 正美さん

*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　*　



議会だより　⑥　なかつがわ

＝
陳
情
＝

「
消
防
団
条
例
第
17
条
に
「
現
金
で
直
接
団
員
本
人
に
支
給
す
る
」
と

　
追
記
す
る
事
を
求
め
る
事
に
関
す
る
陳
情
」

（1） 

要
旨

　
　

消
防
団
条
例
第
17
条
に
「
現
金
で
直
接
団
員
本
人
に
支
給
す
る
」
と
追
記
す
る
事
を

求
め
る
。

（2） 

理
由

　
　

現
在
、す
べ
て
の
団
員
手
当
は
委
任
状
に
よ
り
団
員
本
人
で
は
な
く
委
任
受
任
者
に

支
払
い
が
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
民
法
６
４
６
条
に
基
づ
く
支
払
い
が
さ
れ
て
い
な

い
。

　
　

す
べ
て
の
団
員
は
入
団
後
、団
長
に
委
任
し
て
お
り
、そ
の
後
、分
団
長
、又
、福
岡
分

団
第
一
部
で
は
筆
頭
部
長
に
新
た
に
委
任
す
る
為
古
い
委
任
状
は
破
棄
さ
れ
ま
す
。

　
　

前
回
、Ｈ
29
年
３
／
15
の
総
務
企
画
委
員
会
に
お
い
て
、
警
防
課
長
の
説
明
に
よ
る

と
団
員
は
入
団
時
に
団
長
に
委
任
し
て
い
る
と
の
事
で
し
た
が
、新
た
な
委
任
状
に
き

り
か
わ
る
為
、団
長
に
は
請
求
、受
領
、支
出
に
係
る
権
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

委
任
行
為
が
で
き
る
の
は
受
任
者
の
み
で
、民
法
第
１
０
６
条
に
よ
り
法
定
代
理
人

以
外
は
、民
法
第
１
０
４
条
に
よ
り
本
人
の
許
諾
を
得
な
け
れ
ば
復
代
理
人
を
選
べ
ま

せ
ん
。

　
　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
は
受
任
者
に
支
払
い
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
が
、
委

任
さ
れ
て
い
な
い
第
３
者
の
団
会
計
に
支
払
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
は
、個
人
情
報
保
護
制
度
３
の（
３
）に
違
反
し
て
い
ま
す
。

　
　

委
任
状
に
よ
る
と
り
あ
つ
か
い
を
や
め
、
団
員
の
手
当
＝
財
産
を
守
る
為
に
も
、
消

防
団
条
例
第
17
条
に
「
現
金
で
直
接
団
員
本
人
に
支
給
す
る
」
と
追
記
す
る
事
を
求
め

ま
す
。

市
の
見
解

　
　

市
か
ら
団
長
へ
の
支
払
い
は
、
本
人
の
委
任
に
基
づ
い
て
お
り
、
法
令
等
に
違
反
し

て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。分
団
長
、
筆
頭
部
長
へ
の
委
任
状
に
つ
い

て
は
、そ
れ
に
よ
っ
て
消
防
団
長
へ
の
委
任
が
破
棄
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。消
防
本
部
と
し
て
は
、消
防
団
長
へ
の
支
払
い
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

現
金
支
給
は
、
千
９
百
人
近
い
消
防
団
員
が
い
る
中
で
、
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
で

領
収
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
現
実
的
で
な
い
。防
犯
上
の
見
地
か
ら
も
１
回
あ
た
り
２

千
万
円
以
上
の
現
金
を
一
時
的
に
で
も
保
管
し
て
お
く
こ
と
は
危
険
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。消
防
本
部
と
し
て
は
現
状
ど
お
り
口
座
振
込
で
支
給
す
る
方
針
で
す
。

委
員
会
審
査
結
果

　
　

市
消
防
本
部
も
消
防
団
へ
の
協
力
、
助
言
を
し
て
い
た
だ
き
、
消
防
団
と
の
意
思
統

一
を
図
り
、現
状
に
よ
り
対
応
す
る
よ
う
執
行
部
に
申
し
入
れ
を
し
ま
し
た
。

＝
陳
情
＝

「
中
津
川
市
消
防
団
条
例
別
表
の
手
当
に
関
す
る
運
用
基
準
の
改
正
を
求
め
る
事
に

　
関
す
る
陳
情
」

（1） 

要
旨

　

①
運
用
基
準
に
、訓
練
記
録
簿
、及
び
警
戒
記
録
簿
の
提
出
を
義
務
づ
け
る
様
、改
正
す

　

る
事
を
求
め
る
。

　

②
運
用
基
準
に
、「
朝
練
の
禁
止
」「
訓
練
に
上
限
日
数
・
期
間
・
時
間
を
も
う
け
そ
れ

　

を
追
記
す
る
事
」を
求
め
る
。

（2） 

理
由

　

①
運
用
基
準
に
は
訓
練
、
及
び
警
戒
が
手
当
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

　

訓
練
及
び
警
戒
記
録
簿
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。手
当
を
正
確
に
支
給

　

す
る
為
に
も
提
出
を
義
務
づ
け
る
様
改
正
を
求
め
ま
す
。

　

②
運
用
基
準（
１
）歳
出
予
算
案
は
20
日
と
あ
る
。

　
　

苗
木
分
団
操
法
訓
練
グ
ラ
ン
ド
予
約
簿
に
は
４
〜
６
月
の
３
ヶ
月
間
予
約
し
て
あ
る
。

　

他
の
団
の
グ
ラ
ン
ド
利
用
履
歴
を
み
て
も
40
日
以
上
操
法
大
会
訓
練
を
し
て
い
る
。

　
　

災
害
現
場
へ
の
出
動（
火
災
、捜
索
等
各
分
団
数
日
）、秋
季
訓
練（
１
日
）、警
戒（
９
月

　

１
日
、年
末
夜
警
ほ
と
ん
ど
の
団
が
日
を
ま
た
ぐ
為
２
日
、３
月
１
日
）、大
会（
１
日
）。



議会だより　⑦　なかつがわ

　
　

１
人
あ
た
り
約
50
回
程
に
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
　

こ
れ
は
予
算
案
の
２
．５
倍
に
な
る
。

　
　

災
害
現
場
へ
の
出
動
は
減
ら
す
事
は
で
き
な
い
。

　
　

警
戒
も
火
災
へ
の
予
防
、抑
止
力
に
も
な
り
重
要
で
あ
る
。

　
　

一
方
、春
季
操
法
大
会
訓
練
は
、各
団
日
数
・
時
間
も
違
う
。団
員
の
負
担
を
考
え「
朝

練
の
禁
止
」（
静
岡
県
で
は
度
重
な
る
訓
練
に
よ
り
自
殺
者
も
出
た
）、
又
、
税
金
の
流

出
、各
団
の
操
作
方
法
の
均
等
化
、平
等
化
の
為「
訓
練
に
上
限
日
数
・
期
間
・
時
間
を

も
う
け
そ
れ
を
追
記
す
る
事
」を
求
め
る
。

市
の
見
解

　
　

運
用
基
準
は
、
従
前
か
ら
訓
練
記
録
、
警
戒
記
録
と
出
動
記
録
と
を
合
わ
せ
て
出
動

記
録
簿
と
し
て
提
出
す
る
と
規
定
し
て
い
ま
す
。手
当
は
、訓
練
手
当
、警
戒
手
当
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、出
動
手
当
と
し
て
一
括
し
て
い
ま
す
。訓
練
は
、各
分
団
長
を
は
じ

め
と
し
た
幹
部
団
員
に
は
、団
員
の
体
調
等
を
考
慮
し
な
が
ら
訓
練
さ
れ
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
　

訓
練
の
内
容
、
時
間
等
は
消
防
団
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。消
防

本
部
と
し
て
は
そ
の
部
分
に
つ
い
て
指
導
す
る
立
場
に
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。消

防
本
部
と
し
て
も
、
出
動
記
録
に
よ
り
団
員
の
出
動
を
把
握
し
、
過
度
の
訓
練
に
は
助

言
を
す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。従
っ
て
、運
用
基
準
に
朝
練
の
禁
止
、訓
練

に
上
限
日
数
、時
間
を
設
け
る
こ
と
の
追
記
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

委
員
会
審
査
結
果

　
　

市
消
防
本
部
も
消
防
団
へ
の
協
力
、
助
言
を
し
て
い
た
だ
き
、
消
防
団
の
自
主
性
を

尊
重
す
る
よ
う
執
行
部
に
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

賛否が分かれた議案の議決結果

鷹
見
　
憲
三

大
堀
　
寿
延

勝
　
　
　
彰

岡
﨑
　
隆
彦

吉
村
　
浩
平

柘
植
　
貴
敏

島
﨑
　
保
人

水
野
　
賢
一

森
　
　
益
基

吉
村
　
孝
志

鈴
木
　
雅
彦

粥
川
　
茂
和

三
浦
　
八
郎

吉
村
　
久
資

櫛
松
　
直
子

牛
田
　
敬
一

鈴
木
　
清
貴

田
口
　
文
数

佐
藤
　
光
司

木
下
　
律
子

議
決
結
果

※市民ク：市民クラブ、公明：市議会公明党、ネ：市民ネット21、無：無会派、共：日本共産党

会派

氏名

議案

中津川自民クラブ 新政会市民ク ネ 無公明 共

議 

長賛 賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛否 可 

決

議 

長賛 賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛否 可 

決

議 

長否 否否否否否否否否否否否否否否否賛否賛
不
採
択

議第54号
平成29年度中津川市
一般会計補正予算
（第2号）
議第59号
中津川都市計画事業リ
ニア岐阜県駅周辺土地
区画整理事業施行条例
の制定について
請願第２号
「共謀罪」について
慎重審議の意見書提
出を求める請願

ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　ー　



議会だより　⑧　なかつがわ

予算決算委員会報告（補正予算）

平成29年度　6月補正予算の概要（第１号・２号）
下記の３つの編成方針により、予算が計上されました。
① 国・県補助金等を活用する事業
② 寄附金を財源とする事業
③ 緊急対応が必要な事業

■補正を行う会計
　一般会計 ･･････････････････････････････････････　1,438,214 千円
　特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・下水道事業会計　･････････････････････････････････　50,000 千円
　企業会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・水道事業会計　･･･････････････････････････････････　18,300 千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　　 計  1,506,514 千円

■健康診断推進事業
■自主防災組織育成事業
■社会資本整備総合交付金等の獲得に伴う事業
　　橋りょう新設改良事業
　　交通安全施設設置事業
　　道路新設改良事業
　　青木斧戸線道路整備事業
　　神坂ＰＡスマートインターチェンジ設置事業
　　リニア中央新幹線関連拠点整備事業
　　下水道整備事業（坂本処理区）【下水道事業会計】
　　上水道改良工事事業【水道事業会計】

① 国・県補助金等を活用する事業
1,332,477千円

■小学校教育充実事業
■中学校教育充実事業
■公共施設整備運営基金管理事業

② 寄附金を財源とする事業
3,690千円

■観光施設管理事業
■中津川公園管理運営事業
■芝居小屋管理事業
■苗木城跡整備事業
■文化施設管理運営事業
■道路新設改良事業
■総合政策事務事業

③ 緊急対応が必要な事業
170,347千円

（6月 5日・22日）

整備が進む青木斧戸線道路



議会だより　⑨　なかつがわ

◆
総
務
企
画
委
員
会
　
　
４
月
18
日

　
　
　
　
　
　
　【
所
管
事
務
調
査
】（
定
住
推
進
部
） 

○
公
共
交
通
の
現
状
・
課
題
と
対
策
に
つ
い
て

　
　

公
共
交
通
の
現
状
、
課
題
を
把
握
し
、
そ
れ
に
伴

　

う
対
策
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
現
状
・
課
題

　
　
　

公
共
交
通
の
課
題
で
は
、
運
転
者
不
足
、
利
用
者
数

の
減
少
、採
算
の
悪
化
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　

買
い
物
弱
者
等
へ
の
環
境
整
備
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
は
、
市
内
統
一
料
金
で
の

有
償
運
行
を
開
始
し
、
民
間
路
線
バ
ス
と
同
様
に
利

用
者
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
運
行
体
制
を
確
立
し

ま
す
。

　
　
　

地
域
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
利
用
者
や
地
域
の

要
望
等
を
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

地
域
か
ら
の
声
を
十
分
理
解
し
て
利
便
性
の

低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
対
策
を

提
言
し
て
い
き
ま
す
。。

　
　
　

中
津
川
市
公
共
交
通
会
議
で
現
状
分
析
し
、そ

の
内
容
を
情
報
共
有
し
て
進
め
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
ま
し
た
。

◆
文
教
民
生
委
員
会
　
　
４
月
24
日

　
　
　
　
　
　
　【
所
管
事
務
調
査
】（
生
活
環
境
部
） 

○
ご
み
減
量
化
施
策
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
現
状
・
課
題

　
に
つ
い
て

　
　

ご
み
処
理
手
数
料
の
有
料
化
に
伴
い
、
ご
み
処
理

　

事
業
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
現
状

　
　
　

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
大
型
ゴ
ミ
有
料
化
の

た
め
、
平
成
28
年
度
は
、
駆
け
込
み
的
に
大
型
ゴ

ミ
の
排
出
量
が
前
年
度
比
約
50
％
増
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　

た
だ
し
、
平
成
24
年
度
以
降
、
中
津
川
市
の
ご

み
減
量
化
は
、確
実
に
推
進
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
対
応

　
　
　

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
（
目
標
60
ヶ

所
）と
活
用
を
推
進
し
、
雑
紙
及
び
衣
類
の
資
源

化
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

ゴ
ミ
出
し
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
本
年
７

月
に
全
戸
配
布
す
る
と
と
も
に
、啓
発
事
業
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
啓
発
を
実
施
し
、

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
更
な
る
推
進

を
提
言
し
ま
し
た
。

◆
産
業
建
設
委
員
会
　
　
４
月
10
日

【
所
管
事
務
調
査
】（
商
工
観
光
部
） 

○
リ
ニ
ア
開
業
に
向
け
た
観
光
行
政
の
現
状
と
課
題

　
に
つ
い
て

　
　

リ
ニ
ア
開
業
を
10
年
後
に
控
え
、中
津
川
市
の
観

　

光
行
政
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　
現
状
・
課
題

　
　
　

一
点
立
ち
寄
り
型
観
光
の
傾
向
が
強
く
市
内

で
の
周
遊
観
光
を
楽
し
む
観
光
客
は
少
な
い
状

況
で
す
。

　
今
後
の
対
応

　
　

① 

体
験
型
観
光
推
進
事
業
の
推
進

　
　

② 

外
国
人
観
光
促
進
事
業
の
推
進

　
　

③ 

観
光
広
域
事
業
の
推
進

　
　

④ 

観
光
推
進
事
業
の
推
進

　
　

⑤ 

国
・
県
等
と
の
連
携

　
委
員
会
の
ま
と
め

　
　
　

平
成
39
年
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
を
見

据
え
、リ
ニ
ア
岐
阜
県
駅
周
辺
地
域
に
お
け
る
魅

力
的
な
観
光
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、広

域
、周
遊
、滞
在
型
観
光
の
促
進
、魅
力
的
な
観
光

商
品
づ
く
り
、誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
戦
略
的

に
取
り
組
む
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。

常 

任 

委 

員 

会 

報 

告
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新
衛
生
セ
ン
タ
ー
及
び
汚
泥
処
理
対
策
特
別

委
員
会
調
査
終
了
報
告

１
．調
査
研
究
の
概
要

　

○
中
津
川
衛
生
セ
ン
タ
ー　

築
後
40
数
年
が
経
過
、施

　

設
の
老
朽
化
が
著
し
く
、建
て
替
え
が
必
要
。

　

○
恵
北
衛
生
セ
ン
タ
ー　

地
元
と
の
協
定
に
よ
り
操

　

業
期
間
が
平
成
24
年
度
ま
で
の
稼
働
と
な
っ
て
お

　

り
、新
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
早
急
な
建
設
が
必
要
。

　
　

衛
生
セ
ン
タ
ー
汚
泥
及
び
下
水
道
汚
泥
を
市
外
の

民
間
施
設
へ
処
理
委
託
し
て
お
り
、そ
の
費
用
が
多
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
自
ら
が
排
出
し
た
廃
棄
物

を
自
区
内
で
処
理
す
べ
き
で
す
が
、乾
燥
施
設
の
整
備

が
遅
れ
、
汚
泥
焼
却
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
自
区

内
処
理
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　

こ
の
こ
と
か
ら
、
議
会
に
お
い
て
、
新
衛
生
セ
ン

タ
ー
及
び
汚
泥
処
理
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
も

の
と
し
て
、委
員
８
名
に
よ
る
新
衛
生
セ
ン
タ
ー
及
び

汚
泥
処
理
対
策
特
別
委
員
会
を
平
成
24
年
９
月
27
日

に
設
置
し
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

現
在
、
新
衛
生
セ
ン
タ
ー
建
設
候
補
地
が
決
定
さ

れ
、
平
成
28
年
度
か
ら
造
成
工
事
、
平
成
29
年
度
か
ら

施
設
の
建
設
、
平
成
31
年
度
に
は
、
供
用
開
始
の
予
定

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．調
査
研
究
の
項
目

　

①
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
費
及
び
汚
泥
処
理
費

　

の
状
況

　

②
環
境
セ
ン
タ
ー
汚
泥
乾
燥
施
設
の
稼
働
率
向
上
の

　

取
組
み

　

③
新
施
設
候
補
地
の
確
認
と
説
明
会
等
の
経
過

　

④
新
施
設
建
設
及
び
汚
泥
処
理
方
針

　

⑤
新
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
計
画
概
要
及
び
汚
泥
処
理
施

　

設
の
取
組
み

３
．調
査
研
究
の
結
果

　
　

新
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、リ
ン
回
収
な
ど
の
資
源
化
と

と
も
に
高
効
率
脱
水
機
の
採
用
に
よ
り
、汚
泥
の
減
量

化
も
図
ら
れ
る
計
画
で
す
。

　
　

ま
た
、
今
後
、
下
水
道
汚
泥
処
理
施
設
の
脱
水
機
の

長
寿
命
化
に
よ
り
汚
泥
減
量
化
も
図
ら
れ
る
計
画
と

な
り
ま
し
た
。そ
れ
に
加
え
て
、
国
の
下
水
道
法
改
正

に
よ
り
、下
水
道
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
の
義
務
付
け

が
行
わ
れ
、自
区
内
処
理
の
推
進
か
ら
方
針
を
変
更
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

現
状
で
も
94
％
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
、そ
れ
に
新
衛
生
セ
ン
タ
ー
が
着
工
さ
れ
た
こ

と
に
加
え
、当
初
想
定
さ
れ
て
い
た
汚
泥
量
の
大
幅
な

減
量
化
が
見
込
ま
れ
、平
成
32
年
度
ま
で
に
汚
泥
処
理

方
針
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
．ま
と
め

　
　

中
津
川
・
恵
北
２
つ
の
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
統
合
す

る
計
画
で
新
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
行
わ
れ
て
お

り
、
維
持
管
理
費
も
大
き
く
減
少
し
、
汚
泥
処
理
に
つ

い
て
も
、
脱
水
機
の
長
寿
命
化
等
に
よ
り
、
従
前
の
汚

泥
処
理
計
画
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　

委
員
会
と
し
て
は
、最
新
技
術
を
含
め
高
効
率
施
設

建
設
の
提
言
を
行
い
、ほ
ぼ
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
本
調
査
研
究
を
終
了
し
、
今
後
の
調
査
研
究

を
常
任
委
員
会
に
委
ね
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

▲完成イメージ　　　▼造成中の新衛生センター
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一般質問　ここが知りたい！

　一般質問は、議員が市政全般について、その事務の
執行状況や将来の方針等の報告・説明を求め、または
質問することです。今回は11人の議員が行いまし
た。その中から主な質問と答弁の要旨を紹介します。
　質問等の詳細につきましては、市議会ホームページ
の「映像配信」または「会議録」をご覧ください。

質
問
席

問答
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て森

　
益
基

①
中
津
地
区
災
害
対
策
協
議
会
の
組
織
状
況
は
。

②「
消
防
団
を
中
核
と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化

に
関
す
る
法
律
」に
関
し
て
の
具
体
な
取
り
組
み
は
。

③
現
在
の
坂
下
病
院
に
お
け
る
外
来
患
者
数
、医
師
数
、

収
支
動
向
は
。

①
他
に
例
が
な
く
、
国
か
ら
も
非
常
に
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
団
体
で
あ
り
、
組
織
の
状
況
は
中
津
地

区
42
地
区
、
１
万
１
千
４
２
０
世
帯
、
２
万
７
千
４

４
８
人
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
基
盤
整
備
部
長
）

②
消
防
団
に
所
属
す
る
大
学
生
や
専
門
学
校
生
等
に

対
す
る
学
生
消
防
団
活
動
認
証
制
度
の
導
入
、
新
基

準
活
動
服
の
全
団
員
へ
の
支
給
、
活
動
用
デ
ジ
タ
ル

無
線
機
の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（
消
防
長
）

③
平
成
28
年
４
月
と
比
較
し
平
成
29
年
４
月
で
は
、

外
来
患
者
は
１
千
８
６
４
人
減
少
し
７
千
７
６
９
人

で
す
。
常
勤
医
師
数
は
４
人
減
少
し
５
人
、
嘱
託
医

１
人
で
す
。
平
成
29
年
４
月
単
月
の
収
支
は
２
千
８

９
８
万
５
千
円
の
赤
字
で
、
平
成
28
年
４
月
と
比
較

し
５
千
１
２
万
８
千
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。　

　
　
　
　
（
病
院
事
業
部
長
）

問答
市
有
財
産（
施
設
）運
用
管
理
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

牛
田 

敬
一

　

市
有
財
産
（
施
設
）
運
用
管
理
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
の
目
的
は
、
市
有
施
設
の
現
状
と
問
題
点
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、最
適
な
市
有
施
設
の
配
置

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

中
津
川
公
園
多
目
的
芝
生
広
場
は
、人
工
芝
化
し
な

い
と
の
見
解
で
す
が
、こ
れ
だ
け
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
空

け
て
い
る
よ
り
、人
工
芝
化
し
て
使
用
料
を
徴
収
し
利

用
率
を
高
め
、維
持
管
理
経
費
を
賄
っ
た
ほ
う
が
効
果

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
い
か
か
で
す
か
。

　

多
目
的
芝
生
広
場
の
整
備
趣
旨
が
、子
ど
も
達
と
一

緒
に
ボ
ー
ル
遊
び
を
し
た
り
、
寝
転
ん
だ
り
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
。ま
た
、

芝
生
の
耐
用
年
数
や
維
持
管
理
費
か
ら
10
年
間
を
比

較
し
試
算
し
ま
す
と
、当
初
整
備
費
を
含
め
人
工
芝
化

が
高
額
と
な
る
こ
と
か
ら
現
在
、人
工
芝
化
は
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）

　一般質問ここが知りたい ! !　
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　一般質問ここが知りたい ! !　

問答

問答
国
道
２
５
６
号
の
道
路
改
良
に
つ
い
て三

浦 

八
郎

　

国
道
２
５
６
号
の
付
知
町
と
加
子
母
の
境
付
近
に

つ
い
て
は
急
峻
な
場
所
に
道
路
が
施
工
し
て
あ
り
ま

す
。特
に
冬
場
は
積
雪
や
凍
結
で
通
行
に
は
非
常
に
危

険
な
箇
所
と
な
っ
て
お
り
、交
通
事
故
や
災
害
で
通
行

止
め
と
な
れ
ば
迂
回
路
は
近
く
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

下
呂
方
面
と
を
結
ぶ
産
業
面
、観
光
面
な
ど
重
要
な

道
路
で
あ
る
国
道
２
５
６
号
の
道
路
改
良
の
早
期
実

現
と
迂
回
路
と
な
る
県
道
３
５
９
号
越
原
付
知
線
の

道
路
改
良
に
つ
い
て
要
望
は
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

国
道
２
５
６
号
の
改
良
に
つ
い
て
は
、
県
へ
要
望

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
道
３
５
９
号
越
原
付
知
線
に
つ
い
て
も
、
地
域

か
ら
、
旧
国
道
２
５
７
号
で
あ
っ
た
一
部
の
道
路
拡

幅
要
望
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
県
へ
要
望
し
て
い
ま

す
。

（
基
盤
整
備
部
長
）

問答
定
住
推
進
施
策
に
つ
い
て

粥
川 

茂
和

　

農
地
取
得
を
希
望
す
る
移
住
者
に
は
新
規
就
農
30

ａ
以
上
取
得
の
制
約
が
あ
り
ま
す
。

　

新
規
就
農
作
目
に
よ
っ
て
は
広
す
ぎ
る
場
合
や
家

庭
菜
園
の
ニ
ー
ズ
も
あ
り
ま
す
。面
積
要
件
は
市
の
農

業
委
員
会
で
変
更
可
能
で
あ
り
、低
減
し
て
は
ど
う
で

す
か
。

　

農
地
の
権
利
取
得
の
下
限
面
積
を
引
き
下
げ
る
こ

と
は
、移
住
定
住
や
新
規
就
農
の
促
進
に
大
き
な
効
果

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。農
地
法
施
行
規
則
で
「
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
定
め
る
必
要
」が
あ
る
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
会
と
も
連
携
し
、
具
体
的
な

案
件
毎
の
対
応
と
な
り
ま
す
が
、空
き
家
と
セ
ッ
ト
で

農
地
取
得
を
す
る
際
の
30
ａ
の
下
限
面
積
の
引
き
下

げ
を
進
め
て
い
き
ま
す
。ま
た
、
定
住
推
進
部
と
も
連

携
し
、移
住
促
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
農
林
部
長
）

土
地
所
有
者
不
明
問
題
に
つ
い
て

田
口 

文
数

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
中
、相
続
登
記
が
さ
れ

て
い
な
い
所
有
者
不
明
の
土
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

土
地
の
所
有
者
が
把
握
で
き
な
い
た
め
事
業
の
断

念
や
計
画
変
更
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

①
過
去
５
年
の
内
、所
有
者
の
把
握
が
で
き
な
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

②
土
地
所
有
者
が
死
亡
し
た
時
の
各
種
届
出
に
相
続

登
記
の
案
内
を
合
わ
せ
て
行
う
な
ど
、促
進
を
図
っ
て

は
い
か
が
で
す
か
。

①
事
業
を
実
施
す
る
上
で
、過
去
５
年
で
所
有
者
の
把

握
が
難
し
か
っ
た
案
件
は
、５
つ
の
部
で
９
件
あ
り
ま

し
た
。

（
財
務
部
長
）

②
相
続
登
記
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
窓
口
で
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
お
り
、
ま
た
、
届
出
の
関
連
手
続

一
覧
表
の
中
で
相
続
登
記
の
相
談
窓
口
を
ご
案
内
し

て
い
ま
す
。

（
総
務
部
長
）
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　一般質問ここが知りたい ! !　

問答

問答
国
民
健
康
保
険
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て

島
﨑 

保
人

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
必
要
な
額
の
保
険

料
を
賦
課
・
徴
収
す
る
こ
と
は
、事
業
の
健
全
運
営
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、被
保
険
者
の
方
に
分
か
り

や
す
い
保
険
料
の
賦
課
方
式
と
理
解
し
て
収
め
て
い

た
だ
く
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、収
益
を
生
ま
な
い
資
産
に
対
す
る

資
産
割
か
ら
、納
付
能
力
が
見
い
出
せ
る
所
得
割
に
保

険
料
の
賦
課
を
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
お
考
え
で
す
か
。

　

収
益
を
生
ま
な
い
資
産
割
を
な
く
す
こ
と
は
、
負

担
能
力
に
応
じ
た
保
険
料
の
賦
課
と
な
り
、
被
保
険

者
の
方
に
分
か
り
や
す
い
保
険
料
の
仕
組
み
と
し
て

国
民
健
康
保
険
の
健
全
運
営
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
制
度
改
正
を
捉
え
て
、
資
産
割
を

除
く
３
方
式
へ
の
変
更
は
平
成
29
年
度
に
取
り
組
む

課
題
と
し
て
お
り
、
県
が
行
う
納
付
金
及
び
標
準
保

険
料
の
試
算
結
果
を
分
析
す
る
と
共
に
、
３
方
式
で

の
保
険
料
の
試
算
や
課
題
を
研
究
し
、
市
の
方
針
を

決
定
す
る
予
定
で
す
。

（
健
康
福
祉
部
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　

問答
小
中
学
校
教
員
の
長
時
間
勤
務
の
改
善
に
つ
い
て

鈴
木 

清
貴

　

文
部
科
学
省
の
勤
務
実
態
調
査
で
小
中
学
校
教
員

の
過
酷
な
長
時
間
勤
務
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

①
市
の
平
成
28
年
度
の
小
中
学
校
教
員
の
勤
務
状
況

を
伺
い
ま
す
。

②
市
の
小
中
学
校
教
諭
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
の
執

行
部
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

③
教
員
の
長
時
間
勤
務
の
状
況
に
対
し
て
市
教
育
委

員
会
と
し
て
の
改
善
策
が
あ
り
ま
す
か
。

①
市
内
の
小
中
学
校
教
職
員
の
超
過
勤
務
時
間
は
、小

学
校
で
11
．５
時
間
、中
学
校
で
12
．５
時
間
で
す
。

　

全
国
と
比
較
す
る
と
６
．５
時
間
少
な
い
状
況
で
す
。

②
平
成
29
年
４
月
、過
労
死
ラ
イ
ン
の
月
間
80
時
間
以

上
の
時
間
外
勤
務
を
行
っ
た
職
員
は
、市
内
全
小
中
学

校
教
諭
等
４
６
０
人
中
、85
人
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
献
身
的
な
指
導
の
結
果
で
す
が
、

望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
校
長
会
な
ど
を
通
し
て
、
学
校
行
事
の
見
直
し
、
会

議
の
縮
減
、業
務
の
効
率
化
等
の
指
導
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

（
教
育
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
津
川
市
の
目
指
す
保
育
・
教
育
行
政
に
つ
い
て

吉
村 

久
資

　

こ
れ
ま
で
の
保
育
行
政
、教
育
行
政
を
就
任
２
ケ
月

余
の
教
育
長
と
し
て
、分
析
と
検
証
を
行
い
、今
後
、大

事
に
し
た
い
、
あ
る
い
は
目
指
し
た
い
保
育
行
政
、
教

育
行
政
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

幼
児
期
は
、人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
時
期
で
あ
り
、

生
活
の
基
礎
基
本
を
身
に
付
け
る
大
切
な
時
期
で
す
。

「
早
寝
、早
起
き
、朝
ご
は
ん
」の
推
進
に
よ
り
、園
児
の

生
活
リ
ズ
ム
は
整
っ
て
き
て
い
ま
す
。小
学
校
教
育
と

の
つ
な
が
り
を
考
え
、
質
の
高
い
幼
児
教
育
、
保
育
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、指
導
助
手
や
ア
シ
ス
タ
ン
ト
な
ど
を

配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
に
大
変
手
厚
く
、
教
育
内
容
や

教
育
施
策
も
他
に
誇
れ
る
充
実
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
中
津
川
の
教
育
を
中
津
川
市
教
育
振
興
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
継
続
・
発
展
さ
せ
、
よ
り
質

を
高
め
、
学
び
、
活
か
す
市
民
を
育
成
し
て
い
く
こ
と

が
私
の
責
務
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
教
育
長
）



議会だより　⑭　なかつがわ

　一般質問ここが知りたい ! !　

問答

問答
特
定
外
来
植
物
・
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
に

つ
い
て

佐
藤 

光
司

　

特
定
外
来
生
物
・
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
に
つ
い
て

広
報
な
か
つ
が
わ
５
月
号
で
各
戸
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

過
去
に
も
特
定
外
来
生
物
に
つ
い
て
一
般
質
問
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、自
然
と
の
闘
い
は
簡
単
に
決
着

し
ま
せ
ん
。

①
一
斉
清
掃
日
の
よ
う
な
取
り
組
み
や
、国
や
県
に
駆

除
を
依
頼
さ
れ
た
ら
ど
う
で
す
か
。

②
駆
除
に
つ
い
て
そ
の
他
の
取
組
み
が
あ
れ
ば
お
示

し
下
さ
い
。

①
市
民
の
皆
様
に
は
、一
斉
清
掃
の
際
に
駆
除
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
一
斉
清
掃
の
日
に

合
わ
せ
て
駆
除
活
動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
国
、
県
へ
駆
除
の
依
頼
を
行
っ
て
い

ま
す
。
国
、
県
は
、
す
で
に
駆
除
に
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
の
、
予
算
の
都
合
上
、
大
量
に
繁
殖
し
て
い

る
箇
所
を
中
心
に
駆
除
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。

②
岐
阜
県
森
林
環
境
基
金
事
業
を
活
用
し
て
事
業
者

に
委
託
し
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
啓
発
チ

ラ
シ
の
各
戸
配
布
や
広
報
誌
で
駆
除
の
啓
発
を
行
っ

て
い
ま
す
。

（
生
活
環
境
部
長
）　　
　
　
　
　

問答
坂
本
こ
ど
も
園
建
設
な
ど
保
育
問
題
に
つ
い
て

木
下 

律
子

　

平
成
32
年
度
開
園
予
定
の
坂
本
こ
ど
も
園
は
、幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
を
予
定
さ
れ
て
い
る
と
聞
き

ま
す
。こ
れ
は
保
育
園
と
幼
稚
園
を
同
じ
施
設
、
同
じ

教
室
で
保
育
・
教
育
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

①
保
育
時
間
に
つ
い
て
ど
う
な
り
ま
す
か
。

②
恵
那
市
は
、認
定
こ
ど
も
園
に
し
て
２
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
。恵
那
市
の
経
験
か
ら
何
を
学
び
ま
し
た
か
。

①
坂
本
こ
ど
も
園
の
保
育
時
間
は
、先
行
し
て
い
る
こ

ど
も
園
の
事
例
を
研
究
し
、保
護
者
の
方
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
諮
り
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

②
恵
那
市
で
は
、こ
ど
も
園
が
開
園
し
て
２
年
が
経
過

し
、
落
ち
着
い
て
き
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
幼
稚
園
の

部
の
降
園
時
間
が
早
い
こ
と
や
、長
期
休
み
明
け
の
環

境
変
化
へ
の
対
応
な
ど
配
慮
が
必
要
な
事
が
あ
る
よ

う
で
す
の
で
、よ
い
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）　

文
化
会
館
の
今
後
に
つ
い
て

吉
村 

浩
平

　

市
の
財
政
状
況
と
考
え
あ
わ
せ
て
耐
震
工
事
を
中

心
と
し
て
改
修
す
る
の
か
、あ
る
い
は
思
い
切
っ
て
建

て
直
す
こ
と
が
い
い
の
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。文
化
会
館
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
考
え
が
あ
り
ま
す
か
。

　

耐
震
化
又
は
新
設
各
々
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ

ト
を
調
査
し
、い
く
つ
か
の
選
択
肢
の
中
で
文
化
活
動

の
振
興
、文
化
水
準
の
向
上
の
理
念
に
あ
っ
た
検
討
が

必
要
で
す
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
）

　

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、継
続
保
全
施
設
と
い
う
位

置
づ
け
で
す
が
、
耐
震
化
だ
け
で
は
観
客
の
快
適
さ
、

利
用
者
の
安
全
性
な
ど
の
グ
レ
ー
ド
感
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。長
い
将
来
の
中
で
は
、
新
し
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。し
た

が
っ
て
継
続
保
全
に
つ
い
て
は
、見
直
し
も
あ
る
と
い

う
状
況
で
あ
り
、長
い
時
間
が
必
要
で
す
。し
か
し
、安

全
性
に
つ
い
て
は
早
急
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
市
長
）　



議会だより　⑮　なかつがわ

中津川自民クラブ
日　程：平成28年7月19日～7月20日
視察先：三重県名張市・津市
内　容：可燃ごみの有料化による排出量の減少実現
　　　　津市：PFI 手法による斎場の運営
　　　　名張市：可燃ごみの有料化による排出量の減少実現
成　果：可燃ごみの減量は、資源ごみ化による減量、土に還るものは土に還し、
　　　　土に還らないものは資源化することで市民の意識を改革し、可燃ごみ
　　　　を減量する手法が参考となりました。

日　程：平成28年8月23日～8月25日
視察先：秋田県鹿角群小坂町　バイオマスタウンについて
　　　　秋田県北秋田市　　　移住定住支援について
　　　　秋田県鹿角市　　　　図書館行政について

日　程：平成28年11月21日～11月22日 
視察先：東京都永田町
　　　　国土交通省・文部科学省・経済産業省
　　　　　中部地方の道路情勢について
　　　　　小中一貫教育の現状と今後について 
　　　　　中心市街地活性化政策について

日　程：平成29年2月8日～2月9日
視察先：名古屋工業大学
　　　　伝統建設における山と木について 
　　　　名古屋市
　　　　名古屋城本丸御殿計画について

平成 28 年度　各会派の政務活動報告

調査研修費

調査旅費

資料作成費

資料購入費

広報費

広聴費

その他経費

合計額　①

市交付額　②

返還額 (②-①)

496,851

773,151

0

0

0

0

0

1,270,002

1,270,000

0

中　津　川
自民クラブ 新　政　会

会派
使途基準 市民クラブ 市　議　会

公　明　党
市　　民
ネット 21 日本共産党

138,624

96,910

0

0

33,912

0

0

269,446

360,000

90,554

0

322,684

0

0

0

0

0

322,684

360,000

37,316

0

262,008

0

0

0

0

0

262,008

240,000

0

0

28,580

0

0

0

0

0

28,580

120,000

91,420

0

0

0

0

0

0

0

0

120,000

120,000

（単位：円）



議会だより　⑯　なかつがわ

市民クラブ
日　程：平成28年８月１日～８月２日
視察先：秋田県大館市・仙北市・岩手県花巻市
内　容：夕焼け診療および送迎バス・地方創生特区・花巻市起業化支援事業
　　　　花巻市：花巻市起業化支援事業について
　　　　　　　　中小企業や起業する団体への支援について
成　果：レンタル工場の整備・企業コーディネート支援・企業競争力強化支援
　　　　等や170社の企業訪問を毎年訪問するなど支援策の情報を得る事がで
　　　　きました。

日　程：平成29年１月24日～11月26日
視察先：島根県雲南市・大田市・鳥取県米子市
内　容：地域自主組織の活動基盤強化による住民主体の地域づくり
　　　　石見銀山の世界遺産登録への取組みについて
　　　　暮らしやすさ日本一を生かした移住・定住施策について

新政会
日　程：平成28年８月16日～8月17日
視察先：千葉県流山市
内　容：移住定住支援促進のためのマーケティング
　　　　戦略と成果について
視察先：埼玉県三郷市
内　容：三郷市自治基本条例について
視察先：神奈川県横須賀市
内　容：定住促進の取り組みについて
成　果：移住定住促進においてそのターゲットを明確にし、
　　　　彼らが望む施策に重点を置く戦略の重要性を学ぶ
　　　　ことができました。

研　修：地方議員研究会
日　程：平成29年２月３日
場　所：大阪市北区梅田
内　容：①教育革命のために議員ができること
　　　　②先進自治体が取り組んでいる地方創生



議会だより　⑰　なかつがわ

各会派の政務活動費の詳細は、中津川市議会のホームページをご覧ください。
URL：http://www.city.nakatsugawa.gifu.jp/wiki/政務活動費

市民ネット２１
日　程：平成28年8月24日～8月25日
視察先：長野県辰野町・佐久市
内　容：辰野町長野県営総合射撃場、佐久市佐久平国際射撃場について

成　果：長野県営総合射撃場は、警察官の実弾射撃を含め民間も実施しています。
　　　　佐久平国際射撃場は、施設は整っているが、民家も近く、騒音の関係で
　　　　昼の時間帯は射撃ができない現状となっています。

長野県営総合射撃場
日本クレー射撃協会AA級公認

市議会公明党
日　程：平成28年8月23日～8月25日
視察先：秋田県小坂町・北秋田市・鹿角市
内　容：バイオマスタウンについて・移住定住支援について・図書館行政につ
　　　　いて
　　　　小坂町：バイオマスタウンについて
　　　　　　　　資源作物である菜の花を作付けし、農作業機械のエネルギー
　　　　　　　　の地域内循環等自己完結型のバイオマスの利活用による域内
　　　　　　　　農業の活性化。

成　果：休耕田での菜の花の作付けが利活用につながり、地域の活性化になる
　　　　事例として参考になりました。

日　程：平成28年7月19日～7月20日
視察先：三重県名張市　　ゴミの有料化について
　　　　三重県津市　　　斎場について（いつくしみ社）
日　程：平成28年 11月21日～11月22日
視察先：東京都永田町　国土交通省・文部科学省・経済産業省
　　　　　中部地方の道路情勢について
　　　　　小中一貫教育の現状と今後について
　　　　　中心市街地活性化政策について
日　程：平成29年2月8日～2月9日
視察先：名古屋工業大学　伝統建設における山と木について
　　　　名古屋市　名古屋城本丸御殿計画について 



議会だより　⑱　なかつがわ

政務活動費の使途基準

政務活動費　使用実績

■■■■■■■政■務■活■動■費■■■■■■
　政務活動費は、議員の調査研究に必要な経費の一部として交付され、研究研修費・調査旅費・
資料作成費・資料購入費などに使われ、会派に所属する議員数で各会派に支給され、金額や支
給方法は、各自治体で違いがあります。
　今回、政務活動費の交付時期を６月から４月に改めるとともに、使途基準について、調査研
修費を調査研究費と研修費に分け、調査旅費及びその他の経費を削除するなど、使途の透明性
の向上に努めるため改正を行いました。

会派が行う市の事務、地方行財政又は先進地に関する調査研究及び調査委託に関
する経費
（資料印刷費、調査委託費、文書通信費、交通費、宿泊費、視察費）

項　目

調査研究費

内　容

１. 会派が研修会を開催するために必要な経費
２. 会派が他の団体の開催する研修会に参加するために要する経費
（講師謝金、会場費、交通費、宿泊費、文書通信費、参加費）

※政務活動費が超過した金額は、議員の個人負担となります。
※H23 及び H24 は、政務調査費として交付されていました。
※中津川市の政務活動費は、120,000 円 / 年・人です。

研修費

会派が行う活動、市政について住民に報告するために要する経費
（広報紙・報告書印刷費、会場費、文書通信費）

広報費

会派が行う住民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取の活動に要
する経費
（資料印刷費、会場費、文書通信費）

広聴費

会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費
（印刷製本代、翻訳料）

資料作成費

会派が行う活動に必要な図書及び資料の購入に要する経費
（書籍購入費）

資料購入費

政務活動費
 840,000 
 720,000 
 360,000 
 600,000 
 1,320,000 
 480,000 
 360,000 
 240,000 
 120,000 
 240,000 
 120,000 
 120,000
120,000 

H23
  215,842 
－
－

 589,105 
－
 46,976 
 200,140 
 47,150 
－

 243,341 
－

111,670
－ 

H24
 499,877 
－
－

 654,018 
－

 342,611 
 199,218 
 178,780 
－

 251,225 
－
82,590
－ 

  H25
   760,407 
－
－

 618,630 
－

 144,418 
 141,454 
 129,856 
－

 260,270 
－
93,360
－ 

H26
－ 

 357,078 
－

 657,213 
－

 426,264 
 395,084 
 125,219 
－

 277,125 
－

150,444
0

  H27
－ 
－ 

 331,568 
－ 

 1,088,329 
 － 

 274,009 
 － 

 0 
 155,908 

0
－
－  

人員
7
6
3
5
11
4
3
2
1
2
1
1
1

新政会
新政会
新政会
緑政会
中津川自民クラブ
地域を考える会
市民クラブ
市民ネット２１
市民ネット２１
市議会公明党
日本共産党
原　昌男
吉村　卓巳



議会だより　⑲　なかつがわ

政務活動費の使途基準に関する細則　平成 29 年 4 月 1 日改正施行

　
◆
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
◎
牛
田
敬
一
○
鷹
見
憲
三
・
三
浦
八
郎
・
大
堀
寿
延

　
　
　
木
下
律
子
・
柘
植
貴
敏

　　
◆
病
院
・
医
療
等
対
策
特
別
委
員
会

　
　
◎
鈴
木
清
貴
○
吉
村
久
資
・
佐
藤
光
司
・
粥
川
茂
和

　
　
　
岡
﨑
隆
彦
・
吉
村
浩
平
・
森
　
益
基

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
）

　　
議
会
会
派

　
◆
中
津
川
自
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
勝
　
　
彰
・
吉
村
浩
平
・
柘
植
貴
敏
・
島
﨑
保
人

　
　
　
水
野
賢
一
・
鷹
見
憲
三
・
大
堀
寿
延
・
岡
﨑
隆
彦

　
　
　
森
　
益
基
・
吉
村
孝
志

　
◆
市
民
ク
ラ
ブ

　
　
　
吉
村
久
資
・
櫛
松
直
子
・
牛
田
敬
一

　
◆
新
政
会

　
　
　
三
浦
八
郎
・
鈴
木
雅
彦

　
◆
市
議
会
公
明
党

　
　
　
鈴
木
清
貴
・
田
口
文
数

　
◆
市
民
ネ
ッ
ト
21

　
　
　
佐
藤
光
司

　
◆
無
会
派

　
　
　
粥
川
茂
和

　
◆
日
本
共
産
党

　
　
　
木
下
律
子

○資料印刷費
○調査委託費
○文書通信費
○交通費（運賃、車借上料、燃料代、有料
道路代、駐車場代）
※自家用車を利用の場合は有料道路代、
車代（燃料代含む）１ｋｍ37 円
○宿泊費
○視察費（視察先負担金、視察先入場料、
資料代）

調査研究費

項　目 支出することができるもの 支出することができないもの

研修費

広報費

資料作成費

資料購入費

●海外視察に係る経費
●政党活動及び政治団体の大会、研修会
等への参加経費

●飲食費
●視察先への土産代
●自己都合によるキャンセル料

１. 研修会開催経費
○講師謝金
○会場費
○文書通信費
２. 研修会参加経費
○交通費（運賃、車借上料、燃料代、有料
道路代、駐車場代）

※自家用車を利用の場合は有料道路代、
車代（燃料代含む）１ｋｍ37 円

○宿泊費
○文書通信費
○参加費（参加者負担金、資料代）

●政党活動及び政治団体の大会、研修会
等への参加経費

●飲食費
●自己都合によるキャンセル料

○広報紙・報告書印刷費
○会場費
○文書通信費

●会派名を掲げていない広報活動に係
る経費

●議員個人、政党及び政治団体の宣伝活
動に係る経費

●ホームページによる広報に係る経費
●飲食費

広聴費 ○資料印刷費
○会場費
○文書通信費

●会派名を掲げていない広聴活動に係
る経費

●議員個人、政党及び政治団体の宣伝活
動に係る経費

●ホームページによる広聴に係る経費
●飲食費

○印刷製本代
○翻訳料

●議員個人、政党及び政治団体の宣伝活
動に係る経費

●選挙活動の資料作成費

○書籍購入費 ●政党及び政治団体の図書、資料の購入費
●新聞雑誌購読料



編
集
後
記

▼
平
成
29
年
度
は
、
各
種
委
員
会
な
ど

議
会
役
職
の
改
変
の
年
度
で
、
議
会

報
編
集
委
員
会
も
一
新
致
し
ま
し

た
。 

▼
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
に
わ
か

り
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
議

会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま

す
。

本
会
議　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
回
）

総
務
企
画
委
員
会　
　
　
　
　
（
２
回
）

文
教
民
生
委
員
会　
　
　
　
　
（
２
回
）

産
業
建
設
委
員
会　
　
　
　
　
（
２
回
）

予
算
決
算
委
員
会　
　
　
　
　
（
２
回
）

議
会
運
営
委
員
会　
　
　
　
　
（
７
回
）

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策　
　
　
　
　

　
特
別
委
員
会(

協
議
会
含
む)  （
２
回
）

新
衛
生
セ
ン
タ
ー
及
び　
　
　
　
　
　

　
汚
泥
処
理
対
策
特
別
委
員
会  （
１
回
）

議
員
連
絡
協
議
会　
　
　
　
　
（
１
回
）

議
会
開
催
状
況 

３
月
29
日
〜
６
月
28
日

８
月
30
日
（水）　
10
時 

本
会
議（
初
日
）

９
月
８
日
（金）　
10
時 

一
般
質
問

９
月
11
日
（月）　
10
時 

一
般
質
問

９
月
13
日
（水）　
10
時 

総
務
企
画
委
員
会

９
月
14
日
（木）　
10
時 

文
教
民
生
委
員
会

９
月
15
日
（金）　
10
時 

産
業
建
設
委
員
会

９
月
19
日
（火）　
10
時 

予
算
決
算
委
員
会

９
月
25
日
（月）　
10
時 

本
会
議（
最
終
日
）

平
成
29
年
９
月
定
例
会
の
日
程

市民と議会の対話集会
神坂スマートインター
・平成29年6月28日（水）に、（仮称）神坂スマートインターチェンジの地区協議会
が開催され、実施計画書案が承認されました。

・平成33年度末の供用開始を目標に事業が進めら
れています。

・整備に伴い期待される効果は、馬籠宿及び周辺
観光地の活性化、災害時の国道19号の代替ルー
ト、多治見市、飯田市など第3次救急医療施設
へのアクセス性向上などです。

太陽光発電問題
・中津川市環境基本条例に規定する基本的な考え方と再生可能エネルギー発電事
業である太陽光発電事業との調和を図るため、「中津川市自然環境等と再生可
能エネルギー発電事業との調和に関する条例」を制定しました。

・太陽光発電設備の適正な整備及び維持管理を図り、市内の貴重な森林、農地等
の良好な自然環境及び住民が安心して生活できる住環境の保全並びに潤いのあ
る豊かな地域社会の発展を目指します。

平成 29年度の市民と議会の対話集会は、11月 6日（月）、７日（火）、８日（水）に開
催予定で進めています。
ぜひご参加いただき、ご意見等多数お願いします。

牛田敬一編集委員長

田口文数副編集委員長

鈴木雅彦編集委員

木下律子編集委員

島﨑保人編集委員

吉村孝志編集委員

その後
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